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シンポジウム「惑星科学の魅力を探る一 理科教育との共同をいかに実現するか」

大学と連携 した理数科の 実践報告

中山 広文
1

1．学校の 概要 3 ．大学 と連携 した 授業

　 岡 山 県 立 岡 山　
・
宮 高等 学校 は

， 昭 和 55年岡 山 市 内

5 番 目 の 総合 選抜高 等 学 校 として 普通科 10学級 規模 で

誕 生 した ．平 成】1年 総合 選抜 制 度 の 廃 止 と 小学区 制

が 中学 区制 に 移行 した こ と に 伴 い ，理 数科 2学級 （定

員 80名 ）を 新 設，本稿 で 紹介 す る 理 数 科 の 現状 は ，3

学 年菖佗 39 名 在 籍，第 1期 生が 第3学 年 に な っ て い る．

選 抜 方 法 は ，推薦 人 学 者 選 抜 （最高40 ％ ）と　・
般 入学

者 選抜を 実施 して い る．

2 ．理数科設置の 趣旨 ・ 背景

　第 15期 中央 教 育審 議 会は 、情 報化 ・国 際化
・
科 学

技 術 の 発 展 な どの 社 会 の 変 化 に 対応 す る 教育 の 在 り

方 を 鋤 次 答申 と し，さらに 第2次 答 申 として ，高 等学

校 段階 に お け る 大 学 レ ベ ル の 高度な 教 育 ・研 究 に ふ

れ る 機 会 の 充実 を挙げた．本 校 は ，他 校に 比較 して

理 工 系大学 に 進 学 す る 生 徒 が 多 く，近 くに 岡 山 大学，

岡 山理 科大 学など の 理 科系 大 学 ，岡 山県 」、：業技術 セ

ン ター
， リサ ーチ パ ーク．バ イオ研究所 など の科学関

係 施設 があ り，大学 との 連携 や 科学 施 設の 効 果的 活

用 が 期 侍 で きる 環境 に あ る．そ こ で ，数 学 ・理 科 に 興

味
・
関心 をもつ 生 徒 を広 く県下 か ら募 集 し，大学 へ の

進路保障 を基 本 に 据 え な が ら，探 究心 が 強 く創 造 性

豊 か な 生 徒 の 育成 を 図 るこ とを 目 的 に 理 数科を設置

す る こ とに な っ た．

　教育課程 は，3年間 で 数学 ，理科 の 単 位 が 普通 科 理

科系 の 生 徒 より4単位多 く， 理 数 科独 自 の 科 目（学校 設

定科 目）として ，！年次 に 「自然 科学 入 門 」（i単位 ），「コ

ン ピ ュ
ー

タ 」（1単 位），2年次に 「課 題研 究 」（2単位 ）を

開 設 して い る．そして ，理数科独 自の 科目 の 中 で 大学

と の 連携 や 科学 関 係施設 の 効 果的活用 など の 収 り組

み を 実 践 して い る．

3．1 「自然科 学入 門」

　 1年次 に 先 端 的 な 科学技 術 や 研 究 に ふ れ させ るこ と

に より，数学 ・自然科 学 へ の 興 味 ・
関心 を 高 め ，将 来

ど の 分 野 を学び た い か を決 め る ガ イダ ン ス 的 な 内容

の 科 日で ある．1年間 に 数学 ・物理 ・化 学 ・生 物 ・地 学

の 授 業を2 ヶ 月 ず つ 実施 し，そ こ で は 大学 等 の 研 究者

に よる 講義 が行 われ る．地 学 分 野 に お け る 3年 間 の 認

義 は表1の と お りで ，そ れ ぞ れ の 講 義 の 前 に 本校 教師

が 導 人として 必 要 な基礎 的 事項 の 学 習 に 3 − 4時 間 を

充 て て 授業 し．講 義 に 無 理 な く繋 が る よ うに 配慮 して

い る．した が っ て ，単 に 講演 会 を実施 し て い る もの で

は ない ．

3．2 「課 題 研 究」

　2年次 に ，理 数 の 各科 日 の 内 容 を発 展．総合 した課

題 を 適 宜 設 定 し ，グ ル ープ で 探 究的 な 学 習を 実施 し

て い る．午後 の 授 業時問 帯 （2単位 ）で 実 施 して い るの

で，研究 を放 課後まで 続 け 大 学 を訪 問 して 夜 遅 くまで

指 導を 受 け る こ とも可能 で あ る．課 題 に

’
よっ て は 大 学

1 尚 山り，いヒ閥 山　
・
宮 n

’
・s　＄学 校
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の 実験 装 置 を 借 用 した り， 教 官か ら 直接 ア ドバ イ ス を

もらっ た りもして い る ．2年 目を迎え た 今年度 は ，課 題

設定 も高 等学 校 で の 学習 内容 を超 え た 難 し い もの が

あり，大学 の 研究者 の 指導をあお ぐ回 数 が 増 えて きた ．

表2 は2 年間 に指導を受 けた 課題 研究題 目 と研究 指導

者 の
．一

部 で あ る．

　 1年 間 に 3回 （中 間，分 野 別 ，校 内）発 表会 を 設 け て

研 究 内 容 を 発 表 して い る．発表会 に は 指導を受 け た

研究 者を招待した り，
イン タ

ーネッ ト上 で 生 中 継 して メ

ー
ル で 意 見 を い た だ い た りし て い る．今年 は ，日 本 惑

星 科 学会2001 年秋 季講 演会 に 参加 し た 生 徒 た ち が 学

会 の 研究 発表の 雰 囲 気 を そ の まま持 ち 込 ん で くれ ．た

くさん の 質問 が 飛 び 交 う発 表会 とな っ た ．また ，岡 山

県 内理数科 4校 は 合 同 発 表 会 を毎 年 1回 実 施 して い る，

4 ．大学 と連携 した課外 活 動

4．1 大学主催 サイエ ン ス ・プ ロ グラ ム へ の 参加

　 こ れ は 課 外 の 取 り組 み に な る が ，大 学 が 実 施 す るサ

イエ ン ス ・プ ロ グ ラ ム に 休 日 返 上 で 参 加 す る 生 徒 が 増

えて い る．こ の こ と は ， 大 学 との 連携 が 深 まり，生 徒 が

大学 そ の もの を身 近 に 感 じ る ように な っ て きた 証で ある ．

本年度 」ま， 「や さ しい 科学 教室」（岡 山理 科大 学）．「高

分解能 電 子顕 微 鏡 を操 作 して 原 子 の 像 を観 よ う」（岡

山 理 科大 学），「液 晶 デ ィス プ レ イ 製作 を通 じて 学 ぷ 液

晶 の 科 学」（岡 山 大 学）な ど に 約 40 名 参加 して い る．

4．2　 日本惑星科 学会 へ の 参加

　 日本 惑星 科学会2001年 秋季講 演会 が 岡山理科大学

を会場 に 実施 され た．学 会 の ご 好 意 で こ の 講 演 会 に

理 数 科 生 徒26 名 が 参加 し，研 究 発表 ，ポ ス タ
ー・セ ッ シ

ョ ン ，国 立天文 台 の 小 久 保英
・
郎先 生 に よ る高校牛

の た め の 講 演 「太陽 系の 作り方」を体 験 させ て い ただ

い た ．生徒 た ち は ，発表 の 仕 方 や 質疑 ．ボ ス ターセ ッ

シ ョ ン 会場 で の 専門家 との ふ れ あ い など初 め て の 経 験

で 感動 の 連 続 で あ っ た．また ，講 演 内容 は とて もわ か

りや す く，帰校 後，．￥速 パ ソ コ ン に 向か い 月 の 形 成 の

日 本惑 星科学会 誌VQLI1 ．No ．12002

サ イ トを 検 索 して い た ，そ して，貴重 な体 験 を した 牛 徒

た ちの 惑 星へ の 興味
・
関心 は 今 まで に なく 高 まっ た こ

とが以 ドの 感想 か ら も読 み 取 れ る ．こ の ような 機会 を

e
］
・　i て くだ さっ た 日 本惑星科 学会 の 先 生方 に 心 よりお

礼 中し 上げ ます．

【研 究発表 に つ い て 】

　 ・内 容 が 難 しく専 門 用 語 が 多 くて よ くわ か ら なか っ

　　 た．しか し．発表 の 後絶 え間なく質問 や 感想 が だ

　　さ れ び っ くりし た ．み ん な が ，，そ れ ぞ れ の 意見 を

　　 言 い 合 える 所 の す ご さを感 じた ．

　 ・か る くカ ル チ ャ
ー

シ ョ ッ ク を 受け ま した ．

　 ・
難 しい 内 容 が 多 か っ た．また，高校 の 発 表会 と 違

　　っ て 大 学 は た くさん op質問 が 飛 び 交 っ て い た の

　　 で ，こ れ が 大 学 な の だと思 い ました．

【ポ ス ターセ ッ シ ョ ン に つ い て 】

　 ・難 し か っ た で す が ，近 くに い た 人が わ か η や す く

　　 説 明 して くだ さ っ た の で よ か っ た ．

　 ・日 常 で 疑 問 に 思 っ て い る こ と が 聞 け て よ か っ た ．

　　 そ して ，先端 の 研 究 に つ い て の 説 明が 聞 け て とて

　　 も惑 星 に つ い て 興 味 が 湧 い た ．
「

　 ・ほ ぼ 自 分 の 興 味 の あ る 分 野 を 見 た だ け だ が ，

　 　 NASDA の 入 と話 せ た の で よか っ た ．

【小 久 保 英一郎先 生 の 講演 に つ い て】

　 ・午 前 中 さ れ た 小 久 保 英
一

郎 先生 の 研 究発 表 と は

　　 違 い
， 地 学 分野を勉 強 して い な くて も十 分 理 解 す

　 　 る こ と が で きた ．

　 ・とて もわ か りや す か っ た．30 分 が とて も短 く感 じ ま

　　 だ まだ 聞 い て い た い と思 っ た ．自分の 興 味 を もっ

　　 た こ と （や りた い こ と ）をとこ と ん 追求 し て きた 小 久

　　 保 英
一・

郎先 生 は 輝 い て い る 感 じ が した．

【全体 を 通 し て】

　 ・天 文 は 「百 聞は
・
見 に 如 か ず」とい う言 葉が ・番

　　 適 して い ると 思 っ た ．だ か ら，CG で 再現 して 宇 宙

　　 の 様 子 を
“

見 る ， こ とに よ っ て 天 文 へ の 感心 が 高

　　 まる と思 っ た ．
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5 ，次 へ の ス テ ッ プ

　本校 の 大 学 と の 連 携 に つ い て 紹介して きた が ．今後

は ，新学 習指 導要 領 の 選 択 学習 の 幅 を 拡 大 一能 力 に

応 じ 発 展 的 学 習 が 可 能 （選 択幅を拡 大 し 生徒 に 応 じ

て 能力 を伸長 ）
一と い うね ら い を 実現 す る た め に ，大

学 の 講 義 へ の 参 加 を 考 え た い ．こ れ は．「進 路 指 導充

実 型」とい うよ り純 粋 な学問 的 な立 場 ，即 ち学 習指 導

要領 に 示 す内容 を十 分理 解 して い る生 徒 に 対して，そ

の 理 解を より深 め る た め の 発 展 的 な 学習 と位置付ttた

い ．飛 び 入 学 に 対 応 す る 大 学 が ほ とん ど な い とい う状

況 か ら ，数学 や 理科 の 分 野 に 優 れ た 能 力 を持 つ 生 徒

を 活か す 方 法 の
・つ で は な い か と考 え て い る．

11年 度

12 年度

13年 度

「地震 と そ の メ 方 ニ ズ ム 」　岡山大 学理 学 部　
地 球 科 学 科 　 鈴 木 功 教 授

写 真 1　 鈴木 功教 授 の 授 業

「地 球 をめ ぐる 風 亅　 岡 山 大 学 理 学 部 地 球 科 学 科 　塚 本 修 教 授

「南 極 か ら 見 た地 球 46 健 年 の 歴 史 亅　 岡 山 大学 教 育 学 部 　 小 山 内 康 人 助 教 授

表 1 ：「地 学 分 野」の 講義

．

醐 ．
・翻 　

講

　 ．帚．．・：’

鸚 1 戮　 　 　
イ

耋難羈駕 釁 『
／

　 ＼
・蠡 二．蠡

写 翼2 ：塚 本修 教 授 の 指 導

液 晶 岡 山 大学教 育 学 部　 長屋 智 之助教 授

水質検査 岡 山 大 学 理 学 部 物 理 学 科 　 和 田 倶 典 助 教 授

雷の 観測 岡 山 大 学 工 学 部 邇 信 ネッ トワ
ー

ク工 学 科 　 古 賀 隆 治 教 攪

表 2 ：「大 学 の 研 究 者 か ら 指 導 を 受 け た 課 題研 究題 目 （一部 ）亅
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